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1 インダクタンスの近似式
インダクタの形状とインダクタンスの関係は概ね

L = µ AN2

l に従う。しかし、現実のインダクタでは
A
l や磁気回路の状態によって、この近似式から解離
する。例えば

ソレノイド 直径に比べて長い．磁気回路が開放さ
れている。

トロイダル 直径に比べて長い．磁気回路が完全に
閉じている。

角型ボビン 直径と長さが同程度．磁気回路がほぼ
閉じている。

平面スパイラル 直径に比べて長さが非常に小さ
い。磁気回路は開放されている。損失の大きな
物体に強く結合している場合がある。

トロイダルや角型ボビンに巻かれたインダクタ
では L ∝ N2 によく一致するが、平面スパイラル
では L ∝ N1∼2 になる。平面スパイラルインダクタ
のインダクタンスは、無料の電磁界シミュレータ
SonnetLiteを使って十分な精度で解析することがで
きる．

2 等価回路抽出
低い周波数ではインダクタのインピーダンスは

Im(Z) = ωL に従う。測定や電磁界シミュレーショ
ンではこの関係を利用して Z から L を求める。し
かしこの方法では浮遊容量の影響や共振周波数の影
響を受ける高い周波数で大きな誤差を生じる。
そのような周波数領域では、測定や電磁界シミュ
レーションの結果を Y = ( 1

R + jωC − j 1
ωL )−1 に照ら

して、インダクタンスとキャパシタンスと必要に応

じて抵抗分を抽出しなければならない。*1

3 電磁界シミュレーションのコツ
形状が異なっても面積 A が同じならインダクタ
ンスは殆ど変わらないから、円形の巻線は面積の等
しい正方形に置き換える。
電磁界解析モデルでは巻径と同程度の余裕を上下
左右四方に確保する。
パルスなど広い周波数成分に対する反応を再現す
る必要がある場合は、磁性材料の周波数依存性のモ
デル化もしなければならない。[3][4]
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*1 [1] には共振回路の等価回路抽出の理論が、[2] には具体
的な抽出例がある．
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